
学校番号 3019 

令和２年度 理数科 

 

教科 理数科 科目 
理数地学 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 東京書籍「改訂 地学基礎」（地基３０６）  

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

地学は，われわれが生きる地球について幅広く学ぶ学問です。分野に分けると，地質学，岩石・

鉱物学，古生物学，地球物理学，気象学海洋学，天文学などを含んでおり、地球とその地球を取

り巻く宇宙に関して学んでいきます。身近な自然科学一般に関する学びや経験を融合させて、幅

広い興味を持って学習に臨もう。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら，宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的

な広がりの中でとらえ，地球や地球を取り巻く環境に対して目的意識をもって観察・実験を行い，

地学的に探究する能力と態度を育てる。また，地学の基本的な概念や原理・法則を理解するとと

もに，地学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地学に関する身近な

現象に関して関心を

持ち、意欲的に探求

しようとする。 

科学的な見方、考え

方を身につけてい

る。 

地学を学ぶ上での重

要な点について、疑

問を見出し、探求す

る過程を通じて、事

象を科学的に考察

し、導き出した考え

を適切に表現してい

る。 

観察、実習を行うこ

とで基本操作を習得

する。それらの過程

や結果を的確に記

録、整理することが

できる。 

地学を学ぶ上での

基本的な概念や原

理・原則を理解し、

知識を身につけて

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ペアワーク 

グループワーク 

小テスト 

振り返りシート 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ペアワーク 

グループワーク 

小テスト 

定期考査 

学習状況の観察 

実験ノートの記述 

ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

小テスト 

振り返りシート 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

私
た
ち
の
宇
宙
の
進
化 

ビッグバンと宇宙の誕生 

天体の誕生 

○  ○  aビッグバンが起きた理由など

は今なおよくわかっていない

部分もあるが、科学的な考察に

よって予想された考えである

ことを理解する。 

b 宇宙の膨張にともない、水素

原子やヘリウム原子ができる

ことで，宇宙が透明になったこ

と（宇宙の晴れ上がり）を理解

する。 

c原始太陽系星雲の内部で形成

された微惑星が，衝突合体を繰

り返しながら原始惑星となっ

たことを理解する。 

d地球型惑星と木星型惑星の違

いを太陽系の成因と関連させ

て理解する。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

ペアワーク 

グループワ

ーク 

小テスト 

振り返りシ

ート 

定期考査 

恒星としての太陽の進化とそ

の最後 

銀河と天の川銀河 

   ○ 

太陽系の誕生 

 

 ○   

太陽の活動と地球へ影響    ○ 

地
球
の
変
遷
と
生
命
の
変
遷 

生
命
の
変
遷 

地層や岩石の観察  ○ ○  a地層累重の法則について理解

する。 

b地層が形成される仕組みや場

所を理解する。 

c構成する粒子の違いから堆積

岩の分類を理解する 

d 生物の出現や活動を通して、

大気の組成がどのように変化

してきたのか理解する。 

dエディアカラ生物群の特徴を

理解する。 

 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

ペアワーク 

グループワ

ーク 

小テスト 

振り返りシ

ート 

定期考査 

後
期 

生命の変遷 ○   ○ 

私
た
ち
の
大
地 

大地とそのはたらき ○ ○   a地震による揺れのもとは断層

運動により生じた波であるこ

とを理解する。 

B地震波がどのように伝わるか

推定し表現する。 



地震   ○ ○ C地震波の伝わり方を再現した

実験について理解する。 

d地震を測る方法について震度

とマグニチュードの違いを理

解する。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目におい

て特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

 


